
佳作

東武日光線幸手駅橋上化

幸手市、東武鉄道（株）／東日本総合計画（株）／ （株）オー ・エヌ・

オー大野設計／河本工業（株）

s造地上2階／延べ1890.28 m ／平成29年8月9日～平成31年

3月31日

■はじめに
山岳部ではない都 市近郊部における木材利用促進に

佳作

東横線祐天寺駅改良及び東急祐

天寺駅ビル新築
東京急行電鉄（株）／東京急行電鉄（株）／ （株）東急設計コンサル
タント（駅ビル商環境デザイン）（株）丹青社（駅ビル外観デザイン）

LINE-INC. ／（駅改良）東急建設（株）（駅ビル新築）清水

建設（株）
s造地上6階／延べ2356.79 m ／平成26年2月25日～平成30

年9月19日

30 

つなげる木質化プロジェクト。幸手の歴史・文化を感
じさせる幸手宿の家並み、宿場町の面影を木質化で表
現した。温かみや心休まる雰囲気、懐かしい気分を感
じて頂き、我が家に帰ってきたようだと親しまれる駅
に育ってもらいたいと願っている。
■歴史・文化を育み、農かな自然・環境と調和する駅

外観は、幸手を代表する景勝地である権現堂桜堤の
桜をアクセントカラ ーに桜吹雪をイメ ージ。合わせて
駅名サイン部に壁面緑化整備を行い、市の豊かな自然 ・

環境との調和を意識した。エレベ ータ一 部分の窓には
意匠照明整備を行い、LED照明により 市の四季の花
（桜、紫陽花、曼殊沙華、水仙）を表現して夜間の景
観に配慮した。
■宿場町の面影を残す木質化プロジェクト

幸手宿は、日光街道のみならず将軍家による日光社
参の道である日光御成街道との結節点で、自由通路床
タイルには日本橋から日光までの2 9の宿場名を表示
した。かつて宿場として街道に連なっていた木造の壁
や軒庇を、さまざまな密度で自由通路全体の壁・天井
に配置した。
■おわりに

このたび、栄えある協会賞作品部門「佳作」の栄誉
を賜り、関係者一 同心より感謝いたしております。今
後も鉄道建築の発展に寄与し、安心と感動を提供でき
る駅舎づくりに邁進してまいります。あらためて本事
業にご尽力頂きました皆さまに厚く御礼申し上げま
す。

く東武鉄道（株）鉄道事業本部 改良工事部＞

当駅は、東横線の利便性・速達性向上を目的とした
通過線整備及び鉄道高架橋の耐震補強工事等に伴い、
駅改良工事と高架下空間の更新再編による開発計画を
行った。

駅改良工事は駅構内の利便性向上を目的として、改
札口の増設をはじめ、駅コンコー ス整備やエスカレー

ター 新設等を実施すると共にハイサッシや木調デザイ
ンを取り入れる事で、高架下の圧迫感 ・ 閉塞感を感じ
させないデザイン上の工夫を行った。また、駅改良
工事に併せて1963年竣工の既存駅ビルを解体し、街
の顔となる駅ビル新築も行った。「まちのシンボルツ
リ ー」をデザインコンセプトとし、駅利用者を温かく
包み込むような、職住近接の場となるよう検討した。
価値観やライフスタイルの多様化に対応するため、駅
ビルの1階は新しくなった駅コンコースに隣接して生
活利便性を高める商業施設「 エトモ祐天寺」を、2階
は企業主導型保育園を、3~6階はスモ ー ルオフィス
で構成し、働き方の変化に合わせ空間を提案すること
で、自分らしいライフスタイルを実現できる駅ビルと
した。

駅周辺は都心近郊住宅地に位置し、おしゃれな雰囲
気を纏いながらもノスタルジーのある商店街と住宅地
が駅に近接しているため、まちの個性を生かし調和し
ながら、まちの中心の駅に自然と人が集まれる快適な
空間により、人と街がともに成長して行けることを期
待している。

この度、「佳作」受賞にあたり、本事業にご支援ご
協力いただきました関係者の皆様にこの場をお借りし
まして深く御礼申し上げます。
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